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由縁別邸 代田

世田谷代田キャンパス
（愛称：マンマダイタ）

BONUS TRACK

NANSEI PLUS

reload

下北線路街 空き地
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第１話、二人が偶然の再会を果たした
後、笑顔で駆け寄る紬に、想が手話
で自分の想いを伝えました。紬が想の
今を知り、涙した場所です。

第１話、紬が想と8年ぶりに再会した場所。紬が落としたイヤホンを
拾ったのは、ベンチに座り本を読んでいた想でした。
最終話のラストでは、紬と想が再びこの場所で待ち合わせをします。

第３話、NANSEI PLUSの遊歩道を
歩く想を見かけた奈々が笑顔で駆け
寄るシーン。わざと鞄を開ける奈々
のキャラクターに触れることのでき
る場所です。

最終話、バスを待つ湊斗と、到着したバス
から降りる奈々が遭遇した場所。奈々から
湊斗がかすみ草をおすそわけされたこと
で、ラストシーンへと物語は進みます。

第２話で想と奈々が会話していたカフェ。
最終話では、湊斗が紬にかすみ草をおすそわけした場所と
して再び登場します。

第２話で、想と再会後、現実を受け
止めきれない紬のもとに湊斗が駆け
付けた場所。紬は、湊斗に紹介され
た「パンダ　落ちる」の動画をみてい
ました。コンポタを渡す、湊斗の優
しさにも触れられる場所です。

広場裏手の階段は、第１話で想と奈々
の待ち合わせ場所として登場します。
そして、最終話では、奈々が想にかす
み草をわたす場所として再び登場し
ます。

  |  下北線路街 MAP  |

ビオオジヤン・カフェ下北沢

東北沢駅駅前バスロータリー

第9話のラストでは、紬と想が2人で話をしながら遊歩道を歩き、
月を見上げ「晴れてるね」と伝えるシーンでも登場します。

第１話、夜、湊斗と紬が手を繋ぎながら歩いた場
所。湊斗は紬に、想に会えたかどうかを尋ねます。
「佐倉くんの声が好きだから会って話したい」と言う
紬に対し、想の今を知る湊斗は涙しました。

r e l o a d 横の通り

世田谷代田駅駅前ベンチ

第１話、紬が想との再会を願い、改札脇にある券売機横の壁にもたれて
いました。「想に会いたい。」そう願う、紬の想いが感じられるシーンです。

世田谷代田駅西口改札前

第１話で紬が電車から降りる想を見かけたホーム。
思わず声をかけた紬ですが、その声が想に届くこと
はありませんでした－－。
最終話では、想と紬がかすみ草を交換する場所とし
て、再び登場します。

世田谷代田駅２番ホーム
（小田原方）

世田谷代田駅駅前広場

第１話で、奈 と々の待ち合わせに向かう想が歩いた道。
第４話では、モフモフわんこわしゃわしゃの後、世田谷代田方面に向かう紬と湊斗のシーンで登場しました。
最終話では、想と湊斗の待ち合わせや、想との待ち合わせ場所（世田谷代田）に紬が向かうシーンで登場します。

BONUS  TRACK 横の通り
代田富士見橋

ドラマ「silent」の舞台として、多くのシーン
が撮影された小田急線東北沢～世田谷代田間の
下北線路街。マップを参考に、登場人物に思い
を馳せ、ロケ地巡りをお楽しみください。

第４話、紬がモフモフの犬に遭遇
し、わしゃわしゃしたシーン。愛ら
しい紬のキャラクターに触れること
のできるシーンです。

シモキタ
雨庭広場

NANSE I  PLUS
（広場前遊歩道）

ロケ地巡りにあたってのお願い

● お店・近隣住民の皆様や地域へご迷惑にならないよう配慮いただけますようお願い
申し上げます。

● 大勢での来訪や道をふさぐ、騒ぐなどの行為はご遠慮ください。
● 写真や動画を撮影される場合は、周囲の方にカメラを向けたりすることがないよう、
ご注意ください。

● 駅構内では、電車や他のお客さまに十分ご注意ください。
● ロケ地巡りのために、電車には乗車せず改札内へ入場される場合は、該当駅の券売機で
入場券をお買い求めください。（交通系ICカードは入場券としてご利用いただけません。）

●  マナーを守り、ドラマのように皆に優しい思いやりをもってロケ地巡りをお楽しみください。



小田急線「東北沢駅」～「世田谷代田駅」の線路跡地を開発して生まれた、
全長 1.7km の新しい “街”。
たくさんの木々や草花にあふれ、歩いているだけで心地のいい時間を過ごすことができます。
ロケ地巡りの際には、是非お立ち寄りください。紬や想たちにも、いつかどこかで出会えるかも？

2023年3月発行　発行：小田急電鉄株式会社　企画・監修：株式会社小田急エージェンシー

第１話で湊斗がスマホで想にメッセージを送ろうとした場所。
同駅前ロータリーは、第２話で湊斗が紬に電話で「パンダ　落
ちる」の動画を見るよう伝えたシーンでも登場します。

第６話で登場。奈々が待ち合わせをする想を見かけたり、夢の
中で想とデートした場所。ラストで、奈々が涙ながらに携帯を
耳にあて、想に届かぬ思いを伝えるシーンが印象的でした。

和泉多摩川駅 2 番ホーム（小田原方） 代々木八幡駅駅前

小田急線で少し足を延ばして… ［下北線路街以外の名シーン撮影場所］ ロケ地めぐりを

もっと楽しく！
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�� 路地のような空間に洗練された個店が集まる
下北沢駅と東北沢駅の間にある、低層分棟形式の “個店街”。ユニークなセレクトショップ
や感性を刺激するフラワーショップ、カフェやレストランなどのお店が並びます。
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flo.dance
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�� 下北沢駅南西口改札前の一番新しいエリア
下北沢駅直結、 “まちのラウンジ” をテーマにした5階建ての複合施設「（tefu）lounge」と
路面飲食店、野原の広場、アートギャラリーなどがあるエリア。2階のデッキにはベンチも。

NANSEI PLUS（ナンセイプラス）

（tefu）lounge
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�� 都心から最も近い温泉旅館
都会の喧騒を忘れさせてくれる情緒あふれる温泉旅館。大浴場では箱根から運ぶ源泉を
楽しめる。割烹や茶寮、SOJYU Spaは宿泊客以外も利用可能（一部事前予約制）。

由縁別邸 代田

中庭をのぞむ大浴場ⒸNacasa & Partners
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�� みんなでつくる自由なあそび場
常設のカフェスタンドや、シモキタらしい個性的なイベントの数々、さらに定期的にオーナー
が入れ替わる POP UPキッチンも。

下北線路街 空き地

空き地カフェ
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�� バラエティー豊かな食やイベントのエリア
下北沢駅から世田谷代田駅に続く遊歩道にある、ここにしかないような飲食店や物販店
13店舗が集まるエリア。広場のテーブルではのんびり食事やお茶を楽しめます。

BONUS TRACK

本屋 B&B
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�� 食でつながる地域のコミュニティハブ
おいしいごはんやお酒、農産品や加工品など素材の良いものを取り扱う販売店やレストラン
があります。週末には「世田谷代田朝市」などのイベントも開催。

世田谷代田キャンパス（愛称：マンマダイタ）

VERACE VINOTECA CON CUCINA

沿線周辺ロケ地巡りに
便利な
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  |  小田急線／下北線路街ロケ地 MAP  |

  |  STORY  |
主人公の紬が、本気で愛するも別れることになってしまった高校時代の恋人・想と８年の時を経て偶然の再会をはたし、そこに待ち受けていた

現実と向き合いながらも寄り添い、乗り越えていこうとする姿を丁寧に描いていくラブストーリー。大切な人との別れを乗り越え、今を生

きようとしている女性と、障がいを患ってしまったことで自分と向き合えず別れを選んでしまった青年。音のない世界でもう一度 “出会い

直す” ことになった二人と、それを取り巻く人々が織り成す、せつなくも温かい物語が紡がれていきます――。


